GC研究懇談会250回記念

2002年日中環境分析化学研究会／2002年中日環境分析化学研討会

40周年記念事業で開始したGC懇の国際化の一環として記念事業を企画しました。前回の日本・台湾の交流もふまえて、今後セパレーションサイエンス(SS)の規模のものを日中合同または東南アジア規模で開催するところまで拡大できればと考えております。

中国側は生態環境研究中心元主任（元所長）単孝全教授が組織委員会の主任、林教授が学会事務を担当します。日本及び中国企業の協力を得て、企業と研究者間の交流も図ります。中国側の体裁としては国際学会としたい意向です。発表は招待講演とポスター形式を主に考えております。

討論主題「分離科学と環境分析」

１、会場

中国科学院生態環境研究中心（北京市内、空港までタクシで30分）内、無料、100名程度収容

２、宿泊

北京市内のホテル：西郊賓館（家族連れ用）7000円/一人、北林賓館3000円/二人

３、空港と会場間の送迎、見学用

中国科学院生態環境研究中心の送迎バス（35名乗）、無料

４、査証、団体なら不要

５、日程

木曜：出発、金曜：講演会と懇親会、土曜：研究所見学と万里の長城視察、日曜：帰国

６、発表形式

招待講演：日本、中国、台湾（呉教授）、香港各１名（30分/10分）、

一般講演：16件程度（10分/5分）、

ポスター発表：1２時から２時間程度

展示会を併設（小型機器やカタログ程度）

７、公用語：英語

８、懇親会：立食形式

９、見学会：中国科学院生態環境研究中心の車を使用、学生のガイド付き

１０、会場係：林教授の学生

１１、開催日時：10月24から27日

１２、旅行費用他諸費用

交通費(実費)：5万円程度を予定

宿泊費(実費)：2.1万円（9千円）

参加登録費、懇親会会費、見学会費用（日本側、中国側の参加者同様）：1.5から2万円程度。中国側は科学院から補助がでるかもしれないとのこと。台湾、香港は招待する。

参加見込み：日本３０名、中国４０名程度、GC懇中心で他の研究懇談会に声をかける。

家族連れでもOKです。

予稿集の作成：中国側で製作、A4、２ページ/１人

案内の掲載：総会で承認・予告、SSあたりで発表、

参加申し込み：8月、要旨締め切り：9月頃

実行委員会組織：実行委員長　単　孝全

中国側：

会議組織委員会主任：単孝全（生態環境研究中心）

秘書：林金明（生態環境研究中心）

委員：８人程度、大部分は日本に留学経験ある人。以下の名前は委員になる可能の人。

Prof. Yu-Qi FENG (武漢大学、千葉大出身)
Prof. Yunhua GAO (中国科学院、岡山大出身)

Dr. Aijun TONG （清華大学、明星大学出身）

Dr. Xi Chen（アモイ大学、京都繊維工業大学出身）

　　　　　　　Prof. Xinhui Xing（清華大学、横浜国立大学出身）

              Prof. Jinli YUNG（中国科学院、早稲田大学出身）

　　　　　　　Dr. Feng QU（中国科学院、北京大学出身）

              Prof. Guonan CHEN（福州大学副学長、シドニー大学出身）

日本側：GC懇運営委員全員

訪問団長：保母敏行（都立大学教授、博士）

実行委員：事務局：前田恒昭（(独)産業技術総合研究所、博士）

事務局：水石和子（都立衛生研究所、博士）

古野正浩（ＧＬサイエンス）

渡辺征夫（国立公衆衛生院、博士）

渡辺忠一（フロンティアラボ、博士）

代島繁樹（ＹＡＮ，博士）

秋山賢一（(財)自動車研究所、博士）

竹内正博（JICA長期専門家、博士）

金子広之（東京化成工業）

臼倉幸一（パーキンエルマー）

栗田信二（日立ハイテクノロジース）

斉藤寿（島津）

和田利弘（島津）

山上卯（ＹＡＮ）

竹田一郎（元工業技術院物質研究所、博士）

共催：日本環境化学会

連絡先（日本）

（社）日本分析化学会ガスクロマトグラフィー研究懇談会事務局

品川区西五反田1-26-2、五反田サンハイツ304号

TEL:03-3490-3351、FAX:03-3490-3572

ガスクロマトグラフィー研究懇談会委員長

東京都立大学工学研究科応用化学研究室、保母　敏行

八王子市南大沢1-1-1

TEL:0426-77-2830、E-mail:habo-toshiyuki@c.metro-u.ac.jp

連絡先（中国）

林金明：中国科学院

E-mail:jmlin@mail.rcees.ac.cn
